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「内部統制システムの基本方針」の一部改正に関するお知らせ  

 

 

当社は、本日の取締役会において、本年５月１日より改正施行された会社法ならびに会社法

施行規則の改正内容を反映して、内部統制システム構築の基本方針（当初制定平成18年５月30

日）について一部改定することを決議いたしましたのでお知らせいたします。なお、改定後の

基本方針は下記の通りであります。 

 

 

記 

 

内部統制システムの構築の基本方針 

 

① 当社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

 当社の役員・使用人は、法令遵守は当然のこととし、社会の構成員としての企業人・社会

人として求められる倫理観・価値観に基づき誠実に行動することが求められる。 

 当社は、このような認識に基づき社会規範・倫理そして法令などを厳守し公正かつ適切な

経営の実現と市民社会との調和を図る。 

 当社は、社会規範や法令の遵守はもちろんのこと経営理念・精神を適宜教育・指導するこ

とにより企業活動に邁進する。 

 監査役は、必要に応じて当社経営陣との定期的な意見交換会を開催する。 

 

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

 重要な意思決定及び報告に関しては、文書の作成、保存、及び廃棄に関する規程に基づき

整理、保存するとともに必要に応じ規定の見直しを行う。 

 当社の取締役及び監査役はこれらの情報及び文書等を常時閲覧できる。 

 当社の監査役は、必要に応じて当社経営陣との定期的な意見交換会を開催する。 

 

③ 当社の損失の危機の管理に関する規程その他の体制 

 リスク管理体制構築の基礎として、今後はリスク管理に関する規程を定め、当社グループ

を取り巻く個々のリスクを特定したうえで適切なリスク対応策を講ずるものとする。 

 不測の事態が発生した場合には、当社の代表取締役を委員長とするリスク管理対策本部を

総務部内に設置し、顧問弁護士等を含む外部アドバイザーの協力のもと、厳正かつ迅速な危

機管理対応策を講ずるものとする。 



④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

 当社の取締役会をはじめとする重要な会議を適宜開催することにしている。また、時限性

を有する事項・案件については機動的に会議を開催し、スピーディーかつ十分に議論を尽く

した上で執行決定を行う。決定された業務の執行状況は、担当する取締役が取締役会、幹部

会議などで適宜報告し、取締役会による監督を受ける。 

 

⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制 

ア 子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

当社グループに属する子会社が定める重要な稟議事項や事故報告については、兼務役員

が適宜情報を取り纏め、当社への報告を適宜行うとともに、当社において、当該子会社に

対して必要に応じ報告を求める。 

 

イ 子会社における法令遵守，リスク管理を確保するための体制等 

当社は、子会社において法令遵守，リスク管理が適正に行われるように、子会社に対し

適切な管理監督、協議、指導助言が行われる体制を構築する。 

再生事業投資の健全な発展に資するため、当該事業活動に関わる子会社・関連会社等に

ついては、それぞれ事業別に責任を負う取締役を任命し、当社基本方針に基づき法令遵守

体制、リスク管理体制を確立する。 

 

⑥ 当社監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性等に関する事項 

 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査役と協議

の上、監査役を補助すべき使用人として総務部員を指名することができる。補助すべき期間

中は、指名された使用人への指揮命令権は監査役に移譲され、取締役の指揮命令は受けない

ものとする。 

 

⑦ 当社の取締役及び使用人等が当社の監査役に報告するための体制その他の当社の監査役へ

の報告に関する体制 

 当社の取締役及び使用人並びに当社子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらから報

告を受けたものは、当社に著しい損害を及ぼす恐れのある事項、重大な法令・定款違反行為

などを認知した場合、速やかにその事実を当社の監査役に報告する。 

 当社の常勤監査役は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役

会や幹部会議など重要な会議に出席するとともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重

要な文書を閲覧し、必要に応じ当社の取締役又は使用人並びに当社子会社の取締役、監査役

及び使用人又はこれらから報告を受けたものにその説明・報告を求めることができるものと

する。 

    

⑧ 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確

保するための体制 

当社は、当社監査役への報告を行った当社グループの役員及び使用人に対し、当該報告を

したことを理由として、いかなる不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループ

の役員および使用人に周知徹底する。 

 

⑨ 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に係る方針に関する事項 

監査役がその職務の執行について、当社に対し費用の前払いまたは償還等の請求をしたと

きは、監査役の職務の遂行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または

債務を処理する。 

   



⑩ その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

当社監査役は、当社グループの会計監査人である明誠有限責任監査法人から会計監査内容

について説明を受けるとともに、情報の交換を行うなど連携を図っていく。 

監査役は、必要に応じて当社経営陣との定期的な意見交換会を開催する。 

 

以 上 


